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分担研究報告書 

 

稀少てんかんに関する調査研究 

 

研究分担者 川合謙介 自治医科大学脳神経外科 教授 

研究要旨 

限局性皮質異形成に伴う難治性てんかんについて、外科的治療に注目して解析を加える

調査項目を検討した。また、外科治療のうち、迷走神経刺激療法(VNS)が行われた症例で

は約13％の症例が限局性皮質異形成に関連する薬剤抵抗性てんかんであった。 

 

Ａ．研究目的 

 本分担研究は、限局性皮質異形成に伴う

難治性てんかんについて全国規模で症例を

集積し、追跡調査を行って、病態、発達・

併存障害、治療反応、社会生活状態、死亡

に関する疫学的根拠を得ることを目的とす

る。 

 

Ｂ．研究方法 

1) 国際基準の改訂や新知見の報告等、必

要に応じて診断基準や診療ガイドラインを

改訂する。 

2) レジストリ登録を推進する。 

3) 日本脳神経外科学会、日本てんかん外

科学会と連携して外科治療を行われた症例

の解析を行う。 

特に2017年度は、外科治療のうち、迷走

神経刺激療法(VNS)が行われた症例につい

て、疫学的データ、有効性、合併症を明ら

かにする。日本におけるVNS薬事承認、保

険適用後の最初の3年間の全例登録データ

を参照する。 

 

Ｃ．研究結果 

 日本におけるVNS薬事承認、保険適用後

の最初の3年間の全例登録データ（380例）

について、全病因に関するまとめが終了し

報告した（文献１）。このうち皮質異形成

を原因とするものが50例あることが確認で

きた。 

 また、日本脳神経外科学会、日本てんか

ん外科学会では各々全症例登録、てんかん

外科症例レジストリの構築を検討中であ

る。 

 

Ｄ．考察 

 本レジストリ登録症例における限局性皮

質異形成の臨床所見は、ほぼ前年度の文献

的考察において得られたものと同等であっ

た。一方、外科的切除の計画、術式の選

択、緩和的治療の位置付けなどについて

は、文献上ハイグレードエビデンスが欠如

しており、標準化されていないことが明ら

かとなった。また、本邦におけるVNS導入

時期には、約13％の症例が限局性皮質異形

成に関連する薬剤抵抗性てんかんであっ

た。 

 

Ｅ．結論 

 限局性皮質異形成に伴う難治性てんかん
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について、レジストリ登録データに対して

外科的治療について解析を加える調査項目

を検討した。 
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  なし。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。）  

なし。 

 


